






要約:テレビゲームを長時間行っている小児と行っていない小児の問で、近視の進行の程

度を検討した。両群の間で、近視の進行には明らかな差が見られなかった。不同視弱視の

健眼遮蔽と弱視眼刺激において、テレビゲームを使用した場合と使用しない場合で、視力

向上の程度を検討した。いずれの群でも視力の向上がみられたが、テレビゲームを使用し

た方が初期の視力向上が顕著であった。テレビゲームによって集中することにより、効率

良く弱視の治療が行えることが示唆された。


